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青森県社会教育委員の会議第３回全体会 会議概要 

日  時  平成２９年７月１２日（水） １４：００～１６：００ 

場  所  青森県警察本部６階 教育委員会室 

出 席 者 

 《委員》敬称略 １１名 

  佐藤 貴子  山本 孝一  三国 亜希子  西中  学   

  笹山 和信  前田 智子  外井 亜希   七條 いつ子   

吉田 圭子  茂木 典子  土井 良浩  

 《事務局》 

  渡部 靖之（生涯学習課長） 

   渡部 泰雄（生涯学習課学校地域連携推進監・課長代理） 

   佐々木昌生（企画振興ＧＭ・主任指導主事） 

中村  健（地域推進ＧＭ・主任指導主事）他２名 

 《その他》 

   早野 英明（学校教育課 課長代理） 

   川村 真慶（県総合社会教育センター 育成研修課長） 

内  容 

 １ 開会 

２ 教育長あいさつ 

３ 案件 

（１）調査研究のデザイン（方向性）について、専門部会報告 

（２）実地調査及び予備調査について 

①実地調査の目的、対象、視点、方法について  

②予備調査について 

・浅虫エリア  ・大館エリア  ・十和田エリア     

③聞き取り調査の項目について          

（３）聞き取り調査エリアの割り振りについて        

４ その他 議長の選任について               

５ 今後の日程について               

６ 閉会 

配付資料   《事前配布資料》 

 資料１   調査研究のデザイン（方向性）について 

 資料２   専門部会報告 

 資料３   実地調査について 

 資料４   調査シート 

 資料５－１ 予備調査の概要（特定非営利活動法人活き粋あさむし） 

資料５－２    〃   （大館自治振興会） 

 資料５－３    〃   （十和田ＮＰＯ子どもセンター・ハピたの） 

 資料６   聞き取り調査エリアの割り振りについて 

資料７   青森県社会教育委員の会議運営規程 

資料８   調査研究スケジュールについて 
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 次 第 １  開 会                               

 （内容省略） 

 

 次 第 ２  教 育 長 あ い さ つ                       

 （内容省略） 

 

 次 第 ３ 案 件（１） 調 査 研 究 の デ ザ イ ン に つ い て 、専 門 部 会 報 告  

 

 事務局より、調査研究のデザインについて説明。 

 

 部会長より、専門部会報告。 

 

議長 ただいまの専門部会報告について、質問や意見があればお願いしたい。 

 

○ 質問や意見は特になかった。 

 
 次 第 ３  案 件（２）実 地 調 査 及 び 予 備 調 査 に つ い て       

① 実 地 調 査 の 目 的、対 象、視 点、方 法 に つ い て                

 

 事務局より、実地調査の目的、対象、視点、方法について説明。 

 

議長 事務局の説明について、質問や意見があればお願いしたい。 

 

 特に意見はなく、承認された。                            

 

② 予 備 調 査 に つ い て（ 浅 虫 エ リ ア ）                             

 

 事務局より、浅虫エリアの予備調査の概要について説明。 

 

議長 事務局の説明について、質問や意見があればお願いしたい。 

 

○ 質問や意見は特になかった。 

 

② 予 備 調 査 に つ い て（ 大 館 エ リ ア ）                             

 

 事務局より、大館エリアの予備調査の概要について説明。 

 

議長 事務局の説明について、質問や意見があればお願いしたい。 

 

○ 質問や意見は特になかった。 
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② 予 備 調 査 に つ い て（ 十 和 田 エ リ ア ）                           

 

 事務局より、十和田エリアの予備調査の概要について説明。 

 

議長 事務局の説明について、質問や意見があればお願いしたい。 

 

○ 質問や意見は特になかった。 

 

事務局 予備調査全体について、専門部会委員の方から意見をお願いしたい。 

 

○ もち小麦に関しては、現在は何も関わりが無いということか。開発もしていないのか。 

 

○ もち小麦を研究していた県内の大学の教授が転勤になってしまったので、現在は県内の大学

と共同で開発はしていないが、浅めし食堂独自でメニューの開発をしている。 

 

③ 聞 き 取 り 調 査 の 項 目 に つ い て                                 

 

 事務局より、聞き取り調査の項目について説明。 

 

議長 事務局の説明について、質問や意見があればお願いしたい。 

 

○ コミュニティの形成のために誰をターゲットにしているのか、何人くらい関わっているのか

を示すデータがあった方がいい。その点を明確に調査するべきである。浅めし食堂とハピたの

カフェは店舗の形態を持っている。浅めし食堂はストンキの入居者と地域住民との交流につい

て書いてあるが、実際に出会える空間があることが大事である。大館はそのような場所がある

のか。 

 

事務局 大館の場合は公民館がそのような場所となっている。大館自治振興会の館長が公民館の

館長でもある。 

 

○ 公民館には、人が頻繁に出入りしているのか。公民館のプログラムの際に出入りしているだ

けなのか。どのくらいの人が公民館を利用しているのかを調査するべきだと思う。 

 

事務局 エリアで特化した調査項目があると思うので、聞き取り調査をする際には、疑問に思っ

たことはどんどん質問してほしい。 

 

○ あさむし温泉体感まつりは名称が毎年変わっている。もしかしたら今年はまつりが開催され

ないかもしれない。その代わりとしてつい最近まで「軽トラ市」が開催されていた。活き粋あ

さむしは時期によっては「軽トラ市」に出られないときもある。調査するのは、イベントでな

いといけないのか。また、イベントに参加する方の意見も聞いた方がいいのか。 



4 

 

○ 必ずしもイベントでなく、普段の食堂の利用者に調査をしてもよいのではないか。 

 

○ 班に分かれて、核となる団体と関わりのある団体に対して調査シートを用いて調査をすると

のことだが、担当者全員が参加しなければいけないのか。また、イベント調査にも必ず参加し

なければならないのか。 

 

事務局 できればいずれも参加していただきたいが、日程の都合でどうしても参加できない場合

もあると思われる。ただ、核となる団体に対しては担当者全員で調査をしていただきたい

と考えている。 

 

 調査項目が承認され、この項目以外の質問をしても良いこととした。           

 

 次 第 ３ 案 件（３）聞 き 取 り 調 査 エ リ ア の 割 り 振 り に つ い て  

 

議長 今までの説明で、気づいた点や意見、質問をお願いしたい。 

 

○ 浅めし食堂の空間でどのように交流されているのかが興味があるので、あさむし温泉体感ま

つりが無いとしても浅めし食堂を調査したい。 

 

○ 資料２で人口が少ない浅虫地区と人口が多い大館地区を比べたいとあったが、そういう調査

項目を入れるべきである。 

 

○ 聞き取り調査が８月中旬～１０月下旬ということで、あさむし温泉体感まつりの日程が決定

次第、連絡したい。早めに日程が決まらなければ、来店者に調査をするということでお願いし

たい。 

 

事務局 浅めし食堂と軽トラ市はどのような関係があるのか。 

 

○ 軽トラ市に出店している。秋にも出店を検討中である。 

 

○ 浅虫と十和田はNPO法人だが、大館自治振興会はどのような団体なのか。 

 

事務局 任意団体である。町内会長が自治振興会にも所属している。 

 

○ 公民館の館長が振興会の会長ということだが、行政との強いつながりはあるのか。その辺が

よく分からない。 

 

事務局 全く無いわけではない。公民館で使用する物品や、講師の謝金などは八戸市の負担であ

る。自治振興会の活動については、行政からの支援は受けていない。 
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○ 調査とイベントの２段構えで調査することがとてもいいと思う。 

 

○ 本日の資料は、よくまとまっていると感じた。勉強になりそうなのでぜひ２箇所くらいは行

かせていただきたい。 

 

○ ３つのエリアは興味があるエリアばかりで、日程が合えば２箇所くらいは調査をしたいと思

っている。あさむし温泉体感まつりは浅虫独自の自然や文化を楽しむことができ、本当に浅虫

と関わりが深い行事だと感じている。軽トラ市となるとただの販売となるので、あまり魅力を

感じない。軽トラ市に出店しているのは浅虫地区の農家や漁師なのか。 

 

○ 今年の夏の軽トラ市はまだ野菜が全然できていない状態で半分以上は青森市内の方が出店

している。浅虫とは全然関係ない物が売られている。秋には野菜などが収穫できるので、秋も

軽トラ市を開催しようかと検討中である。ただ、やはり浅虫温泉体感まつりが活き粋あさむし

と最も関わりのあるイベントである。 

 

○ 既存の地元組織の消防団、ＰＴＡ、老人会、民生委員などの団体は、どの程度関わっている

のか、また関係が弱くなっているのかなどを調査するべきだと思う。「ママ友の会」のような

小さなコミュニティも調査をしたい。ハピたのかふぇであれば、周辺の農家とのつながりも調

査したい。組織だけでなく、特定の個人とのつながりなども忘れずに調査したい。 

 

事務局 イベントを体験していただくのはもちろん大事だが、核となる団体がイベントにどう関

わっているかという視点でイベントを見ていただきたい。 

 

議長 聞き取りをしていただく調査エリアの希望を聞きたい。 

 

 

 

 

 次 第 ４ その他 議長の選任について   

 

事務局より、青森県社会教育委員の会議運営規程について説明。 

 

委員から茂木議長の再任について提案され、出席者全員の賛同を得て、茂木委員が議長とし

て再任された。 

 

 次 第 ５ 今後の日程について                        

 

事務局より、今後の日程について説明。 

○ 質問や意見は特になかった。                       （以上） 

 委員１人ずつから聞き取り調査エリアの第１希望、第２希望を聞いた。今後、委員への日

程調整票を行った上で、事務局が聞き取り調査エリアの割り振りを行い、結果を委員へ通知

することとした。 


